
日本販売士協会 オンライン懇談会

高校への販売士教育導入の可能性

日本販売士協会参与・登録講師

岸本徹也（日本大学商学部）

2022年7月28日（木）16：15〜16：30

オンライン（Zoom）開催



大学生による販売士講座

−大学生が商業高校生に講義する

リテールマーケティング・コンテスト
−販売士の試験問題をクイズ形式にした出題を、

商業高校生がチームで競い合う

販売士を学ぶことの面白さを共有したい！
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本日の報告内容
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大学生
主体

大学教員
主体

大学

高校

オープン
キャンパス

出前講義

大学での
模擬講義

高大合同ゼミ

小山・赤木（2003）、藤野（2004）、竹内（2008）、高崎経済大学産業研究所（2013）、増田・須田（2014）

大学生
による講義

今までの
主な高大連携

大学生による販売士講座 高大連携の現状（１）



4

高校の非日常的授業形式

高校の日常的授業形式

大学教員大学生

高大合同ゼミ

高校や大学での
模擬講義

高崎経済大学産業研究所（2013）

大学生による
講義

大学生が
モデル化
されやすい

大学生による販売士講座 高大連携の現状（２）



2011年〜2012年 :  長岡大学経済経営学部

・長岡商業高校

・新発田商業高校

2014年〜2019年 : 流通科学大学商学部

・岡山南高校

2020年〜現在 : 日本大学商学部

・岡山南高校（オンライン）
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大学生による販売士講座 現在までの在籍大学と実施校
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大学生による販売士講座 長岡商業高校
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大学生による販売士講座 岡山南高校
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３年生の課題研究「販売実習」の授業において、
リテールマーケテイング（販売士）検定試験の試験内
容の学習・受験を行っている

この授業は、将来販売業へ携わりたいと考える生
徒が選択し、検定で得た知識を、地元スーパー
やホームセンターでの販売実習に役立てている

2014年度以降、流通科学大学（兵庫県神戸市）
の岸本ゼミの学生が講師を務める対策講座が実施
されている

大学生による販売士講座 岡山南高での取組み①



授業内容 配布資料

第1回目
(5月10日)

販売士の全体像、
小売業の類型①

講座資料、
演習問題、一問一答

第2回目
(5月31日)

小売業の類型② 演習問題、一問一答

第3回目
(6月7日)

マーチャンダイジング 演習問題、一問一答
模擬問題（昨年度）

第4回目
(6月14日)

ストアオペレーション 演習問題、一問一答

第5回目
(6月21日)

販売経営管理、クイズ大会 演習問題、一問一答
模擬問題（今年度）
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 販売士（リテールマーケティング）の授業プログラム

高校生：２４名

大学生による販売士講座 岡山南高での取組み②
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 講義で用いた手作りテキスト

大学生による販売士講座 岡山南高での取組み③
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大学生
による
授業

学習姿勢

大学・大学生
のイメージ

高校教員の
アドバス

大学教員の
指導

観察学習

論理・伝達
能力

アクティブ・
ラーニング

高校生

大学生

将来展望

キャリア能力
の向上

大学生による販売士講座 大学生主体の高大連携モデル
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MIX！！

1チーム2⼈×９ チーム

函館商業

⼋⼾商業

宮古商⼯

宇都宮商業

君津商業

芝商業
千早

岩槻商業
浦和商業
⼤宮商業
新座総合技術
深⾕商業

全国11校、 36名の⾼校⽣が参戦！！
みなさんご参加ありがと う ！

⼤聖寺実業

岡⼭南

⾼松商業

名護商⼯

沖縄

岡⼭

⽯川

⻘森

岩⼿

北海道

埼⽟

千葉

栃⽊

⾹川 東京

リテールマーケティング・コンテスト 参加高校



リテールマーケティング・コンテスト コンテストの概要
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【設問１】リテコン参加前後の気持ち  
前 後 

とても楽しそう 
（とても楽しかった） 

29.4% 58.1% 

まあまあ楽しそう 

（まあまあ楽しかった） 
67.6% 41.9% 

あまり楽しそうでない 

（あまり楽しくなかった） 
2.9% 0.0% 

全く楽しそうでない 
（全く楽しくなかった） 

0.0% 0.0% 

前：n=34、後：n=31 

【設問２】リテコンが次回あるとしたら・・・  
前 後 

ぜひ参加したい 17.6% 38.7% 

できれば参加したい 67.6% 48.4% 

あまり参加したくない 2.9% 0.0% 

絶対参加したくない 5.9% 6.5% 

その他 5.9% 6.5% 

前：n=34、後：n=31 

【設問３】リテコンの意義  
前 後 

とても意義がある 32.4% 64.5% 

まあまあ意義がある 67.6% 35.5% 

あまり意義がない 0.0% 0.0% 

全く意義がない 0.0% 0.0% 

その他 0.0% 0.0% 

前：n=34、後：n=31 

 

【設問１】リテコン参加前後の気持ち  
前 後 

とても楽しそう 
（とても楽しかった） 

29.4% 58.1% 

まあまあ楽しそう 

（まあまあ楽しかった） 
67.6% 41.9% 

あまり楽しそうでない 

（あまり楽しくなかった） 
2.9% 0.0% 

全く楽しそうでない 
（全く楽しくなかった） 

0.0% 0.0% 

前：n=34、後：n=31 

【設問２】リテコンが次回あるとしたら・・・  
前 後 

ぜひ参加したい 17.6% 38.7% 

できれば参加したい 67.6% 48.4% 

あまり参加したくない 2.9% 0.0% 

絶対参加したくない 5.9% 6.5% 

その他 5.9% 6.5% 

前：n=34、後：n=31 

【設問３】リテコンの意義  
前 後 

とても意義がある 32.4% 64.5% 

まあまあ意義がある 67.6% 35.5% 

あまり意義がない 0.0% 0.0% 

全く意義がない 0.0% 0.0% 

その他 0.0% 0.0% 

前：n=34、後：n=31 

 

【設問１】リテコン参加前後の気持ち  
前 後 

とても楽しそう 
（とても楽しかった） 

29.4% 58.1% 

まあまあ楽しそう 

（まあまあ楽しかった） 
67.6% 41.9% 

あまり楽しそうでない 

（あまり楽しくなかった） 
2.9% 0.0% 

全く楽しそうでない 
（全く楽しくなかった） 

0.0% 0.0% 

前：n=34、後：n=31 

【設問２】リテコンが次回あるとしたら・・・  
前 後 

ぜひ参加したい 17.6% 38.7% 

できれば参加したい 67.6% 48.4% 

あまり参加したくない 2.9% 0.0% 

絶対参加したくない 5.9% 6.5% 

その他 5.9% 6.5% 

前：n=34、後：n=31 

【設問３】リテコンの意義  
前 後 

とても意義がある 32.4% 64.5% 

まあまあ意義がある 67.6% 35.5% 

あまり意義がない 0.0% 0.0% 

全く意義がない 0.0% 0.0% 

その他 0.0% 0.0% 

前：n=34、後：n=31 

 【設問４】リテコンの早押し問題  
前 後 

とても簡単そうだと思う 0.0% 6.5% 

まあまあ簡単そうだと思う 29.4% 54.8% 

結構難しそうだと思う 55.9% 29.0% 

とても難しそうだと思う 11.8% 3.2% 

その他 2.9% 6.5% 

 前：n=34、後：n=31 
【設問５】リテコンのケース問題 
 

前 後 

とても簡単そうだと思う  5.9%  0.0% 

まあまあ簡単そうだと思う 14.7%  3.2% 

結構難しそうだと思う 58.8% 87.1% 

とても難しそうだと思う 17.6%  6.5% 

その他  2.9%  3.2% 

前：

n=34、
後：n=31 

【設問６】
大学生の

問題解説 
 

前 後 

どんな人にもわかるような

解説をしてもらいたい（も
らえた） 

44.1% 54.8% 

少しだけ高度な内容も織り

交ぜて解説してもらいたい
（もらえた） 

26.5% 32.3% 

簡単な内容と高度な内容を
半分くらいずつ織り交ぜて

解説してもらいたい（もら
えた） 

26.5% 0.0% 

高度な内容をたくさん織り
交ぜて解説してもらいた

い。（もらえた） 

0.0% 0.0% 

その他 2.9% 12.9% 

前：n=34、後：n=31 

【設問７】マーケティングの学習状況  
前 後 

かなり勉強を進めている 

（もっと進めていきたい） 
0.0% 41.9% 

まあまあ勉強を進めている 
（まあまあ進めていきたい） 

47.1% 54.8% 

あまり勉強を進めていない 

（あまり進める気はない） 
41.2% 3.2% 

全く勉強を進めていない 

（全く進める気はない） 
11.8% 0.0% 

その他 0.0% 0.0% 

前：n=34、後：n=31 

リテールマーケティング・コンテスト アンケート調査結果
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今後の展開

「リテコンソーシアム in 埼玉」を2022年4月に設立

：日本販売士協会、浦和商業、日本大学商学部岸本ゼミ

 販売士を商業高校の教育内容と融合させる埼玉発
の商業教育モデルの開発（日本商業教育学会の助
成研究）

 リテコンの埼玉県での毎年開催と他県での開催

−リテコン埼玉：第32回埼玉県産業教育フェアにて、令和4年11月12日（土）
ソニックシティで開催決定！

販売士を学ぶことの面白さを共有したい！
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